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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
性
の
瞳
（
外
伝
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
９
２
２
Ｏ

【
作
者
名
】

　
冬
泉

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
あ
れ
は
何
？
！
　
恵
久
美
流
公
国
の
第
一
公
主
、
璃
奈
姫
こ
と
通
称
“
お

エ
ク
ビ
ル

り
な
ひ
め

嬢
”
は
叫
ん
だ
。
仲
間
と
共
に
挑
ん
だ
“
影
の
回
廊
”
で
彼
女
が
見
た
も
の
は

？
　
「
魔
性
の
瞳
」
の
外
伝
、
こ
こ
に
ス
タ
ー
ト
！
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ア
ル
カ
ナ
の
舞
－
０
０
◆
「
主
要
登
場
人
物
紹
介
」
（
前
書
き
）

　
本
内
容
は
多
少
の
ネ
タ
バ
レ
を
含
み
ま
す
。
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
そ
の
旨
ご

了
解
下
さ
い
。
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ア
ル
カ
ナ
の
舞
－
０
０
◆
「
主
要
登
場
人
物
紹
介
」

■
あ
ら
す
じ

　
漠
羅
爾
新
王
朝
に
属
す
る
恵
久
美
流
公
国
の
第
一
公
主
璃
奈
姫
│
│
通
称
“

バ
ク
ラ
ニ

エ
ク
ビ
ル

り
な
ひ
め

お
嬢
”
は
、
摩
訶
不
思
議
な
“
ア
ル
カ
ナ
の
舞
”
の
謎
を
解
明
す
べ
く
、
故
国

恵
久
美
流
に
戻
っ
て
き
た
。
先
の
冒
険
で
一
緒
に
な
っ
た
仲
間
と
一
緒
に
、
“

お
嬢
”
は
危
険
な
『
影
の
回
廊
』
に
挑
ん
だ
・
・
・
。

■
主
要
登
場
人
物

☆
 

璃
奈
・
恵
久
美
流
　
［
Ｒ
ｉ
ｎ
ａ
 

Ｅ
ｋ
ｂ
ｉ
ｒ
 

１
５
５
ｃ
ｍ
／
Ｂ
］

リ
ナ

　
恵
久
美
流
候
国
第
一
公
主
、
通
称
“
お
嬢
”
。
コ
モ
ン
史
上
、
最
強
の
“
夢

エ
ク
ビ
ル

見
”
の
力
を
持
っ
て
い
る
。
明
る
く
朗
ら
か
で
（
相
当
）
お
転
婆
な
少
女
。
神

器
で
あ
る
“
杯
”
と
“
護
符
”
を
扱
え
る
唯
一
の
人
物
で
も
あ
る
。
（
“
杯
”

と
“
護
符
”
に
関
し
て
は
、
拙
著
「
幻
界
創
世
記
」
を
ご
参
照
）

☆
 

ラ
ル
フ
・
ロ
ビ
ラ
ー
　
［
Ｒ
ａ
ｌ
ｆ
 

Ｒ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ａ
ｒ
 

“
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ

ｏ
ｎ
 

Ｓ
ｈ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
”
 

１
８
５
ｃ
ｍ
／
Ｂ
］

　
通
称
“
龍
の
盾
”
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
中
原
諸
国
の
護
り
手
た
る
“
天
の
騎

士
”
位
（
Ｋ
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 

ｏ
ｆ
 

Ｈ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ
）
を
持
つ
。
名
だ
た
る
剣

の
使
い
手
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ス
ベ
の
森
を
守
護
す
る
大
緑
龍
ギ
ラ
ス
ト
ー
ル
の
盟

友
で
、
龍
の
宝
珠
を
預
か
っ
て
い
る
。
“
龍
の
盾
”
の
名
称
は
、
ギ
ラ
ス
ト
ー

ル
と
の
チ
ェ
ス
の
勝
負
に
勝
っ
て
、
そ
の
時
に
贈
ら
れ
た
紋
章
に
由
来
す
る
。

☆
 

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ｖ
・
ラ
ダ
ノ
ワ
　
［
Ｓ
ｔ
ｅ
ｆ
ａ
ｎ
 

Ｒ
ａ
ｄ
ａ
ｎ
ｏ

ｖ
ａ
 

１
８
８
ｃ
ｍ
／
Ｏ
］

　
ヴ
ェ
ロ
ン
デ
ィ
連
合
王
国
の
下
級
貴
族
。
後
に
“
魔
導
卿
”
と
も
呼
ば
れ
る
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よ
う
に
な
る
非
常
に
優
れ
た
魔
法
剣
士
。
そ
の
孫
が
“
紅
い
龍
騎
士
”
と
呼
ば

れ
た
カ
ー
シ
ャ
・
ラ
ダ
ノ
ワ
で
あ
る
。
（
カ
ー
シ
ャ
は
拙
著
「
約
束
は
い
ら
な

い
」
に
登
場
）

☆
 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
レ
ム
リ
ア
・
オ
フ
・
ヴ
ェ
ロ
ン
デ
ィ
［
Ｍ
ａ
ｒ
ｇ
ａ
ｒ

ｅ
ｔ
 

Ｌ
ｅ
ｍ
ｒ
ｉ
ａ
 

ｏ
ｆ
 

Ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｙ
 

１
６
２
ｃ
ｍ
／
Ｂ
］

　
ヴ
ェ
ロ
ン
デ
ィ
連
合
王
国
国
王
ア
ー
サ
ー
・
ア
ー
ト
リ
ム
の
妹
姫
で
、
希
代

の
“
夢
見
”
の
力
を
有
し
て
い
る
。
通
称
「
夢
見
姫
」
。
魔
剣
士
エ
リ
ア
ド
の

パ
ー
ト
ナ
ー
。
艶
や
か
な
黒
髪
に
黒
い
瞳
が
抜
け
る
よ
う
に
白
い
肌
に
栄
え
る

絶
世
の
美
少
女
だ
が
、
そ
の
漆
黒
の
瞳
は
“
魔
性
の
瞳
”
と
呼
ば
れ
、
災
厄
を

呼
ぶ
と
一
般
に
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
ベ
の
森
の
守
護
の
剣
「
タ
イ
ン
」

（
Ｔ
ｙ
ｎ
ｅ
）
を
帯
び
る
。

☆
 

真
理
査
　
［
Ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ
ａ
 

１
７
３
ｃ
ｍ
／
Ａ
Ｂ
］

　
　
“
灰
の
予
言
者
”
天
査
の
双
子
の
娘
の
一
人
で
、
「
知
恵
と
静
寂
」
を
司

る
。
現
世
で
唯
一
“
夢
見
”
を
鍛
え
る
こ
と
が
出
来
る
“
瞑
想
者
の
位
”
（
Ｄ

ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
）
を
持
つ
。
普
段
は
ヴ
ェ
ス
ベ
の
森
に
あ
る
『
知
恵
の
塔
』
に

住
ま
う
。
長
い
銀
糸
の
様
な
髪
に
深
い
碧
の
瞳
を
持
つ
、
物
静
か
で
理
知
的
な

女
性
で
あ
る
。

☆
 

龍
王
・
恵
久
美
流
　
［
Ｒ
ｙ
ｏ
ｎ
 

Ｅ
ｋ
ｂ
ｉ
ｒ
 

１
９
７
ｃ
ｍ
／
Ｏ
］

リ
ュ
オ
ン

エ
ク
ビ
ル

　
恵
久
美
流
候
国
の
太
守
。
妻
に
頭
が
（
全
く
）
上
が
ら
な
い
。

☆
 

詩
真
・
恵
久
美
流
　
［
Ｓ
ｈ
ｅ
ｅ
ｍ
ａ
 

Ｅ
ｋ
ｂ
ｉ
ｒ
 

１
６
９
ｃ
ｍ
／

シ
ー
マ

エ
ク
ビ
ル

Ａ
Ｂ
］

　
恵
久
美
流
候
国
太
守
夫
人
。
“
賢
夫
人
”
の
誉
れ
も
高
い
。

☆
 

四
審
武
官
　
［
Ｋ
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｇ
ｕ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
 

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
ｒ
］

　
恵
久
美
流
首
位
の
武
官
達
。
真
砂
貴
、
華
衣
、
簾
、
透
眞
の
四
名
か
ら
な
る
。

マ
サ
キ

ケ
イ

レ
ン

ト
ウ
マ

そ
れ
ぞ
れ
が
、
漠
羅
爾
古
王
朝
時
代
に
鍛
え
ら
れ
た
銘
刀
の
帯
刀
を
許
さ
れ
て
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い
る
。
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ア
ル
カ
ナ
の
舞
－
０
０
◆
「
主
要
登
場
人
物
紹
介
」
（
後
書
き
）

　
本
編
は
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｙ
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｋ
 

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
」
の
世
界
を
ベ
ー
ス
に

し
た
一
連
の
物
語
の
一
つ
で
、
「
第
一
紀
」
（
コ
モ
ン
歴
５
８
５
年
～
）
に
属

し
ま
す
。
こ
の
時
代
に
生
き
た
“
夢
見
姫
”
レ
ム
リ
ア
と
“
魔
剣
士
”
エ
リ
ア

ド
の
外
伝
に
当
た
り
ま
す
。



7

ア
ル
カ
ナ
の
舞
－
０
１
◆
「
龍
の
庭
園
」

■
恵
久
美
流
公
国
／
恵
久
美
流
／
龍
の
館
／
庭
園

　
恵
久
美
流
公
国
。
ド
ラ
ミ
デ
ィ
大
洋
に
面
し
、
漠
羅
爾
旧
王
朝
時
代
か
ら
の

エ
ク
ビ
ル

歴
史
を
持
つ
古
い
国
。
漠
羅
爾
新
王
朝
に
な
り
、
指
導
的
な
立
場
を
新
興
の
Ａ

Ｋ
Ｄ
に
譲
っ
た
も
の
の
、
そ
の
勢
力
は
相
変
わ
ら
ず
ウ
ェ
ス
タ
ン
、
イ
ー
ス
タ

ン
共
に
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
る
。
国
名
と
同
じ
名
を
帯
び
る
首
府
恵
久
美

流
は
、
現
在
で
は
旧
宗
主
国
是
居
府
を
も
凌
ぐ
繁
栄
に
あ
っ
た
。
東
西
の
交
流

も
活
発
化
し
、
イ
ー
ス
タ
ン
の
主
要
国
は
こ
こ
に
大
使
を
置
く
様
に
な
っ
て
い

た
。

　
恵
久
美
流
の
王
宮
、
『
龍
の
館
』
は
街
の
中
心
部
に
位
置
し
、
背
後
に
広
大

な
『
龍
の
庭
園
』
を
持
つ
。
庭
園
の
中
に
は
、
岩
が
溶
け
た
様
な
構
造
物
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
ス
ー
ル
神
聖
帝
国
と
の
戦
い
で
溶
け
た
旧
王
宮
の
廃
墟
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
遙
か
ヴ
ェ
ル
ボ
ボ
ン
ク
か
ら
跳
躍
呪
文
で
移
動
を
し
て
き
た
一
行
は
、
こ
の

『
龍
の
庭
園
』
に
現
れ
た
。
ヴ
ェ
ル
ボ
ボ
ン
ク
を
午
前
中
に
出
て
き
た
が
、
ま

だ
こ
こ
は
早
朝
で
あ
っ
た
。

「
・
・
・
こ
こ
が
恵
久
美
流
の
高
名
な
『
龍
の
庭
園
』
で
す
か
」

　
周
囲
を
見
回
し
て
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ｖ
・
ラ
ダ
ノ
ワ
が
呟
い
た
。
朝
焼
け

に
染
ま
る
靄
の
中
、
庭
園
に
は
魔
法
的
な
明
か
り
が
灯
さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲

気
が
漂
っ
て
い
る
。

「
ラ
ダ
ノ
ワ
卿
は
、
こ
ち
ら
は
初
め
て
か
。
無
理
も
な
い
。
封
印
戦
争
前
は
、

漠
羅
爾
諸
国
自
体
が
鎖
国
し
て
い
た
様
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
な
。
通
行
証
無
し



8

で
自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
最
近
の
こ
と
だ
か
ら
な
」

　
深
い
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
ラ
ル
フ
・
ロ
ビ
ラ
ー
“
龍
の
盾
”
が
相
槌
を
打
っ

た
。

「
こ
こ
が
、
漠
羅
爾
の
始
祖
が
作
っ
た
と
言
う
庭
園
で
す
の
・
・
・
」

　
ゆ
っ
く
り
と
周
囲
を
見
回
し
て
い
る
真
理
査
も
感
慨
深
げ
言
っ
た
。

「
お
父
様
も
、
そ
の
昔
こ
ち
ら
に
い
ら
し
た
の
で
す
わ
ね
。
あ
の
、
“
大
地
の

鎧
”
を
鍛
え
る
た
め
に
・
・
・
」

「
そ
れ
は
、
灰
の
預
言
者
様
の
こ
と
で
す
ね
」

　
確
認
す
る
よ
う
に
レ
ム
リ
ア
が
言
う
。
そ
の
話
は
、
二
千
五
百
年
も
昔
に
遡

る
。
漠
羅
爾
旧
王
朝
の
成
立
と
、
そ
の
繁
栄
。
今
は
、
僅
か
な
名
残
が
こ
の
庭

園
に
伝
わ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

「
守
護
者
の
長
が
創
ら
れ
た
神
器
が
、
世
に
最
悪
の
事
柄
が
起
き
る
こ
と
を
、

未
然
に
防
い
で
く
れ
ま
し
た
。
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
記
憶
の
一
つ
で
す
」

「
・
・
・
忘
れ
得
な
い
、
過
去
の
記
憶
」

　
レ
ム
リ
ア
に
向
け
た
真
理
査
の
顔
に
は
、
や
る
せ
な
い
想
い
が
浮
か
ん
で
い

た
・
・
・
。



9

ア
ル
カ
ナ
の
舞
－
０
１
◆
「
龍
の
庭
園
」
（
後
書
き
）

　
こ
れ
は
、
「
魔
性
の
瞳
」
の
６
年
後
、
コ
モ
ン
歴
５
９
１
年
の
世
界
で
す
。

お
馴
染
み
の
名
前
が
、
そ
こ
こ
こ
に
散
見
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
基
本
的
に
、

全
て
の
お
話
は
「
幻
界
創
世
記
」
も
含
め
て
、
「
グ
レ
イ
ホ
ー
ク
」
の
世
界
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
。
パ
ラ
レ
ル
に
読
ま
れ
る
と
、
更
に
世
界
の
深
み
が
感

じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
拙
作
で
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



10

ア
ル
カ
ナ
の
舞
－
０
２
◆
「
龍
の
姫
君
」

■
恵
久
美
流
公
国
／
恵
久
美
流
／
龍
の
館
／
庭
園
↓
宗
主
の
間

　
早
朝
の
す
が
す
が
し
い
空
気
を
胸
一
杯
に
吸
い
込
ん
で
、
璃
奈
は
思
わ
ず
笑

り
な

み
を
零
し
た
。

「
・
・
・
う
～
ん
、
気
持
ち
が
い
い
わ
！
　
な
つ
か
し
い
お
庭
！
　
お
う
ち
に

帰
っ
て
き
た
の
だ
わ
！
　
シ
ェ
ン
ド
ル
に
出
か
け
る
と
き
は
、
王
宮
を
出
ら
れ

る
の
で
せ
い
せ
い
し
た
気
分
だ
っ
た
け
れ
ど
・
・
・
や
っ
ぱ
り
こ
こ
に
帰
っ
て

来
ら
れ
る
の
は
す
て
き
な
こ
と
ね
！
」

　
同
行
の
皆
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
、
元
気
よ
く
話
し
か
け
る
。

「
さ
あ
、
小
父
さ
ま
、
真
理
査
さ
ん
、
レ
ム
リ
ア
さ
ん
、
ラ
ダ
ノ
ワ
卿
、
お
父

様
と
お
母
様
の
所
へ
い
き
ま
し
ょ
う
！
　
ご
案
内
し
ま
す
わ
！
　
き
っ
と
、
待

ち
か
ね
て
い
る
と
思
う
の
。
何
で
し
た
ら
、
（
と
パ
チ
リ
と
ウ
ィ
ン
ク
し
て
）

リ
ナ
専
用
の
“
近
道
”
で
ご
案
内
し
て
も
い
い
で
す
わ
よ
」

　
言
う
間
も
な
く
、
も
う
駆
け
だ
し
て
い
る
・
・
・
向
こ
う
の
花
壇
の
先
で
皆

に
手
を
振
っ
て
、

「
・
・
・
こ
ち
ら
、
こ
ち
ら
で
す
よ
！
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
、
お
嬢
は
ま
た
駆
け
だ
し
て
い
っ
た
。
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ア
ル
カ
ナ
の
舞
－
０
３
◆
「
龍
の
宗
主
」

■
恵
久
美
流
公
国
／
恵
久
美
流
／
龍
の
館
／
宗
主
の
間

『
ゴ
ォ
ォ
ン
！
！
』

　
壮
麗
な
銅
鑼
の
音
共
に
、
重
々
し
い
扉
が
左
右
に
開
く
。
爽
や
か
な
涼
風
と
、

水
の
せ
せ
ら
ぎ
が
耳
に
心
地
よ
い
。
中
央
の
噴
水
の
後
ろ
に
は
大
き
な
絨
毯
が

ひ
か
れ
て
お
り
、
何
人
か
の
人
物
が
座
っ
て
い
る
。

「
お
ぉ
、
姫
よ
。
」

　
立
派
な
顎
髭
を
蓄
え
た
人
物
が
立
ち
上
が
っ
て
、
一
行
を
迎
え
た
。
風
貌
は

厳
し
い
も
の
の
、
そ
の
両
眼
に
は
優
し
さ
が
溢
れ
て
い
る
。

「
よ
く
ぞ
帰
っ
て
参
っ
た
。
後
ろ
に
お
ら
れ
る
の
は
、
姫
の
御
友
人
か
？
　
我

と
后
に
紹
介
し
て
は
く
れ
ま
い
か
？
」

　
扉
が
開
い
た
た
め
に
ふ
わ
ふ
わ
と
風
に
な
び
く
金
髪
を
、
さ
っ
と
後
ろ
に
振

り
払
う
よ
う
に
し
て
か
ら
、
璃
奈
は
背
筋
を
の
ば
し
て
皆
と
共
に
父
母
の
前
へ

と
進
む
。
上
品
に
一
礼
し
て
か
ら
話
し
始
め
る
。

「
お
父
様
、
お
母
様
、
ご
き
げ
ん
よ
う
！
　
た
だ
い
ま
帰
り
ま
し
た
。
先
生
が

ご
一
緒
に
い
ら
し
て
く
だ
す
っ
た
の
で
す
！
」

　
と
、
龍
の
盾
に
向
か
っ
て
に
っ
こ
り
と
笑
い
か
け
る
。

「
そ
し
て
、
こ
ち
ら
は
レ
ム
リ
ア
姫
様
。
真
理
査
様
。
そ
し
て
、
ラ
ダ
ノ
ワ
卿
。

そ
れ
か
ら
、
ヴ
ェ
ル
ボ
ボ
ン
ク
子
爵
さ
ま
か
ら
お
父
様
へ
、
特
に
よ
ろ
し
く
と
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の
こ
と
で
し
た
わ
。

　
・
・
・
あ
と
（
と
、
少
し
口
ご
も
る
よ
う
に
し
て
）
紫
の
騎
士
ヒ
ラ
リ
ー
さ

ま
と
お
友
達
に
な
っ
た
の
。
お
父
様
と
お
母
様
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
し
た
か
っ
た
の

だ
け
れ
ど
・
・
・
と
て
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
・
・
・
」
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ア
ル
カ
ナ
の
舞
－
０
４
◆
「
龍
の
賢
婦
人
」

■
恵
久
美
流
公
国
／
恵
久
美
流
／
龍
の
館
／
宗
主
の
間

「
そ
う
か
・
・
・
こ
ち
ら
の
方
々
に
姫
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
の
だ
な
」

　
“
龍
の
盾
”
は
旧
知
の
間
柄
だ
が
、
他
の
三
人
は
初
見
だ
っ
た
。
不
躾
か
と

も
思
っ
た
が
、
如
何
な
る
人
物
達
に
自
分
の
娘
が
世
話
に
な
っ
た
の
か
―
―
多

少
な
り
と
も
、
好
奇
心
を
押
さ
え
ら
れ
な
い
宗
主
だ
っ
た
。

　
一
番
左
に
立
つ
の
は
、
た
お
や
か
な
若
い
娘
だ
っ
た
。
肩
口
で
そ
の
つ
や
や

か
な
黒
い
髪
を
纏
め
、
そ
の
深
い
黒
曜
石
の
よ
う
な
瞳
は
け
ぶ
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
そ
の
娘
の
隣
は
、
非
常
に
背
の
高
い
寡
黙
そ
う
な
異
丈
夫
だ
っ
た
。
剣
こ
そ

下
げ
て
い
る
が
、
そ
の
軽
装
な
出
で
立
ち
は
魔
導
戦
士
の
装
い
に
思
え
た
。

　
璃
奈
を
お
い
て
顔
な
じ
み
の
“
龍
の
盾
”
が
護
る
よ
う
に
立
ち
、
そ
の
隣
に

は
も
う
一
人
若
い
娘
が
微
笑
ん
で
い
た
。
細
く
て
小
柄
な
が
ら
、
腰
ま
で
届
く

褐
色
の
髪
に
、
英
知
に
輝
く
そ
の
明
る
い
瞳
に
は
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
印
象

を
受
け
る
。

“
立
派
な
人
た
ち
と
知
り
合
え
た
の
だ
な
”

　
多
少
親
莫
迦
気
味
の
恵
久
美
流
宗
主
は
、
親
し
げ
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

自
分
の
娘
が
紹
介
す
る
一
人
一
人
に
丁
寧
に
挨
拶
し
た
。

「
姫
が
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
折
角
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。
当
地

に
ゆ
る
り
と
御
滞
在
下
さ
れ
」
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続
い
て
、
宗
主
の
隣
に
腰
掛
け
て
い
た
貴
婦
人
が
口
を
開
く
。

「
皆
さ
ま
、
恵
久
美
流
に
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
娘
が
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
よ
う
で
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」

　
そ
の
貴
婦
人
は
、
自
分
は
恵
久
美
流
宗
主
の
妻
で
詩
真
で
す
、
と
名
乗
っ
た
。

し
ー
ま

何
処
か
璃
奈
に
似
た
、
そ
れ
で
い
て
落
ち
着
き
と
包
容
力
を
兼
ね
備
え
た
優
し

げ
な
雰
囲
気
を
纏
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
婦
人
こ
そ
“
龍
の
賢
婦
人
”
と

呼
ば
れ
、
漠
羅
爾
新
王
朝
の
至
宝
と
も
呼
ば
れ
る
大
賢
者
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

バ
ク
ラ
ニ

近
く
遠
く
か
ら
、
毎
日
詩
真
の
知
恵
を
借
り
に
、
訪
問
者
が
恵
久
美
流
公
国
に

エ
ク
ビ
ル

引
き
も
切
ら
ず
訪
問
に
来
て
い
る
の
だ
っ
た
。
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ア
ル
カ
ナ
の
舞
－
０
５
◆
「
龍
の
客
人
」

■
恵
久
美
流
公
国
／
恵
久
美
流
／
龍
の
館
／
宗
主
の
間

「
宗
主
殿
。
斯
様
に
早
い
時
間
に
も
拘
わ
ら
ず
歓
迎
頂
き
、
ま
こ
と
に
忝
な
い
」

　
最
年
長
の
“
龍
の
盾
”
が
、
丁
寧
に
頭
を
下
げ
た
。
宗
主
と
龍
の
盾
と
は
旧

知
の
間
柄
で
は
あ
る
が
、
公
式
の
場
に
於
い
て
は
礼
を
尽
く
し
て
応
対
す
る
の

が
、
い
か
に
も
実
直
な
龍
の
盾
だ
っ
た
。

「
訳
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
に
参
る
に
至
り
も
う
し
た
。
色
々
と
お
知
恵
を
借
り
る

こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
し
な
に
御
願
い
致
し
た
い
」

　
次
い
で
、
“
龍
の
楯
”
の
隣
に
立
っ
て
い
た
真
理
査
に
順
番
が
回
っ
た
。

「
初
め
て
お
目
に
か
か
り
ま
す
、
宗
主
様
。
灰
の
予
言
者
が
娘
、
真
理
査
と
申

し
ま
す
」

　
古
代
漠
羅
爾
の
古
き
作
法
に
則
り
、
真
理
査
は
腰
を
深
く
屈
め
、
優
雅
に
お

辞
儀
し
た
。

　
真
理
査
に
次
い
で
、
レ
ム
リ
ア
が
前
に
進
み
出
た
。
中
原
諸
国
の
作
法
に
則

り
、
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
両
手
で
軽
く
持
ち
上
げ
る
。

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
レ
ム
リ
ア
・
オ
フ
・
ヴ
ェ
ロ
ン
デ
ィ
・
ア
ン
ド
・
ム
ー
ン

シ
ャ
ド
ウ
と
申
し
ま
す
。
ヴ
ェ
ロ
ン
デ
ィ
連
合
王
国
自
由
騎
士
に
し
て
、
万
生

の
創
世
剣
“
阿
修
羅
”
を
帯
び
る
エ
リ
ア
ド
・
ム
ー
ン
シ
ャ
ド
ウ
が
妻
で
ご
ざ

い
ま
す
。
璃
奈
姫
様
の
御
両
親
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
、
宗
主
様
、
妃
殿
下
に
お
目

見
え
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
」
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深
く
、
お
辞
儀
す
る
と
レ
ム
リ
ア
は
優
し
げ
な
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

　
最
後
が
ラ
ダ
ノ
ワ
卿
だ
っ
た
。

「
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
オ
フ
・
ラ
ダ
ノ
ワ
と
申
し
ま
す
」

　
短
く
言
う
と
、
深
々
と
頭
を
下
げ
る
。

「
龍
の
宗
主
様
並
び
に
奥
方
様
に
お
目
通
り
が
出
来
、
誠
に
欣
快
に
存
じ
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

「
あ
・
・
・
」

“
あ
あ
あ
・
・
・
こ
れ
が
お
作
法
の
つ
ら
い
と
こ
ろ
ね
。
こ
の
調
子
で
ご
挨
拶

の
儀
礼
が
進
ん
で
い
っ
た
ら
、
あ
さ
っ
て
に
な
っ
て
も
お
話
が
終
わ
ら
な
い
わ

…
”

　
璃
奈
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
よ
う
に
小
さ
く
た
め
息
を
つ
い
て
、
行
儀
良
く

挨
拶
の
進
行
を
待
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
優
し
げ
に
微
笑
ん
で
い
る
母
に
は

“
飽
き
ち
ゃ
っ
た
よ
”
サ
イ
ン
を
送
っ
て
い
る
。

　
恵
久
美
流
宗
主
の
奥
方
で
あ
り
、
「
西
方
の
宝
玉
」
と
呼
ば
れ
る
優
し
い
賢

夫
人
、
詩
真
・
恵
久
美
流
は
娘
の
行
儀
に
微
か
に
顔
を
し
か
め
て
み
せ
た
。

“
こ
れ
も
お
仕
事
な
の
で
す
よ
”

　
優
し
く
諭
す
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
か
の
よ
う
だ
。
詩
真
は
娘
を
見
て

微
笑
ん
だ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

魔性の瞳（外伝）

2011年10月5日02時19分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n5922o/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n5922o/

